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1. 本報告の概要 

 本技術報告では、世界保健機関（WHO）による超低周

波（ELF）電磁界の健康リスク評価（2007 年）以降の評価

として国際的に最も注目された、欧州委員会の「新興およ

び新規に同定される健康リスクに関する科学委員会

（Scientific Committee on Emerging and Newly Identified 

Health Risks: SCENIHR）」の意見書（2009 年および 2015

年）で示されている各周波数帯の電磁界ばく露に関するリ

スク評価結果に基づく見解を踏まえ、SCENHIR レポート 

(2015) ではリスク評価対象となっていない 2014 年 7 月以

降、2015 年 10 月までの英文の原著論文を対象として、特

に ELF 磁界と中間周波（IF）磁界のリスク評価を行い、

SCENIHR の見解を変更する必要があるかどうか慎重に分

析するとともに、ばく露環境やその他のトピックスの現状

を解説することを目的とした。 

 電磁界情報センターデータベースにより検索・入手した

論文を評価した結果、2015 年 10 月までに発表された科学

的知見からは、当調査専門委員会として、これまでの

SCENIHR の評価を変更する確固たる根拠は得られていな

いと判断する。 

なお、電磁界の健康リスクに関しては、1979 年に報告さ

れた Wertheimer らの疫学調査に端を発し、1980 年代には社

会から大きな関心を集めることとなった。このため、各国

で健康リスク評価のための研究が精力的に進められ、さら

には 1996 年に WHO が国際電磁界プロジェクトを開始し、

その後の携帯電話など新しい電波利用の爆発的な普及を踏

まえた高周波の健康リスク評価など、現在に至るまで電磁

界の幅広い周波数帯について評価を続けている。この電磁

界の健康リスク評価については、2007 年に WHO が低周波

電磁界の健康リスク評価を終えて以降、国際レベルおよび

国レベルで継続的に電磁界のリスク評価を行っている組織

が複数ある。その中でも、欧州委員会の SCENIHR が行っ

ている国際的評価は最も注目された活動であり、2009 年お

よび 2015 年に「電磁界ばく露の健康影響の可能性に関す

る意見書（Potential health effects of exposure to 

electromagnetic fields ）」が提出されている。 

以下に、各章の概要を述べる。 

 

1.1 電磁界へのばく露（4 章） 

 

SCENIHR レポート (2015) では、3.3 節において、電磁

界ばく露について述べられており、各種の電磁界ばく露が

以下の項目に分類されている。 

無線通信技術／産業用機器／医療機器／防犯機器／ 

発電および送電／交通機関／家電製品／テラヘルツ技術 

本報告では、このうち、テラヘルツ技術を除く各項目につ

いて、SCENIHR レポートの記載内容を記すとともに、国内

を含めた関連研究の最近の動向について述べる。また、ばく

露低減技術の動向についても述べる。 

 電磁界へのばく露は社会のあらゆるところで複数の技術

が用いる電磁界に同時にばく露しているといえる。一般公

衆や特定の労働者に対する電磁界の潜在的健康影響に関し

て疑問がある一方、携帯電話、WiFi 機器、電力の送配電、

RFID 機器、溶接システム、電気メッキ装置、マイクロ波

応用機器、医用画像診断装置（MRI）、外科手術装置（外科

用ジアテルミー）などのような先進的な電気機器、電子機

器、無線機器、や有線機器により労働者や住民がばく露を

受ける新しい手法、技術および労働実務は急激かつ安定的

に進歩している。 

 職業環境と一般環境の両方で我々が受ける電磁界の日常

的ばく露の多くは複雑であり、もはや単一周波数ではなく、

むしろ異なった特性をもつ複数の周波数が一般的である。

一例として、位置に依存していくつかの異なったモード（例

えば 3G と LTE 間）を切り換えて動作する携帯電話の使用

がある。溶接は、作業の間中、複数周波数へばく露される別

の例である。近年、電磁放射の影響を受けやすい埋め込み医

療システム（ペースメーカ、インスリンポンプなど）を装着

している人が増加している。これらの機器と人体との間の

相互作用／相互干渉のいくつかが知られ、説明されて、科学

的に記録されている。そのうちのいくつかの事例は回避可

能であるが、生体組織との他の相互作用は未知か説明され

ずに残っている。 

無線通信技術では、放送波、携帯電話、携帯電話基地

局、コードレス電話、地上基盤無線（TETRA）、Bluetooth

機器、ベビーモニタ、無線 LAN、スマートメータなどから

のばく露が考えられるが、これまでの調査では、いずれも

国際非電離放射線防護委員会（ICNIRP）のガイドラインの

公衆に対する基本制限を十分に満たしていると言える。 

 産業用機器や労働環境でのばく露については、静電磁界

および ELF 電磁界へのばく露機会として、アルミニウム精

製プロセスや MRI 検査時の静磁界へのばく露や、電気分解

プロセスでの ELF 磁界へのばく露が考えられる。特に MRI

検査では超電導磁石を用いるため、作業者がばく露する磁

界は防護指針に近いレベルが考えられる。また、誘電加

熱、誘導加熱、産業用マイクロ波オーブンおよび乾燥装

置、レーダ、放送や通信などの機会があり、そのいくつか

の環境では、ICNIRP ガイドラインの参考レベルを超える

場合がある。 

 医療機器として、ジアテルミー装置、電気外科手術にお

ける MHz 帯の電磁界ばく露が生じており、ばく露低減の

ため離隔を保つ等の提案がされている。また、美容医療、

経頭蓋磁気刺激におけるばく露、MRI 検査に伴うばく露が

報告されている。 

 発電と送電に関して、太陽電池アレイや変圧器と変電所

の調査例では、いずれも ICNIRP ガイドラインを満たして

いる値が報告されている。 

 交通機関において、様々な交通モードの調査が行われい

るが、いずれも ICNIRP ガイドラインを満たしていること
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